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第２回
鳥栖市都市計画道路
見直し検討懇話会

平成２０年１２月３日

鳥栖市 建設部 都市整備課
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はじめに
本日（第２回懇話会）のテーマ及び審議の視点

①都市計画道路見直し方針の確認
鳥栖市都市計画道路見直し方針と、評価の流れを確認

②都市計画道路評価手法の妥当性検証
対象区間の設定、評価指標（過不足）、評価の考え方（公平性）が
妥当であるか

③評価結果（１次案）の妥当性の確認
各区間の評価結果に不合理や評価の逆転が生じていないか
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１．鳥栖市都市計画道路見直し方針

１．検討対象区間の設定
未着手区間の抽出、課題等の整理

２．見直し対象区間の設定

○事業中及び事業見込みを除いた区間を対象区間とする
○各区間で評価を実施して計画の見直しが必要な区間を設定

３．見直し方針・変更素案の作成
（１）見直し方針の設定
①道路の位置、幅員、構造等の変更のあり方
②廃止候補となる区間

（２）変更素案の作成
○将来利用交通量を推計し、方針が妥当か確認
○交通処理上問題がある場合、修正・再検討し「変更素案」を作成

鳥栖市では、佐賀県のガイドラインを参考にしつつ、本市の
地域特性を反映して評価を行う方針としています。

具
体
的
な
見
直
し
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
佐
賀
県
都
市
計
画
道
路
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
参
考
に
進
め
る
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１．長期未着手都市計画道路の抽出

２．個別路線の評価

代替路線の有無

計

画

存

続

見直し対象路線

有り

高い

無し・不明

低い

上位計画・都市計画決定理由の確認

個
別
路
線
の
評
価

路
線
の
抽
出

非常に低い

事業実施上の
問題点

無し

無し

有り

有り

路線の持つ道路機能の評価

・交通機能
・都市形成機能
・都市空間機能に関する評価

検討対象区間の設定

・都市計画決定後３０年が経過
・未着手区間

有り

対象外

事業化の見通し

長期未着手都市計画道路の抽出

・評価の流れ１／２ 本懇話会で審議する内容

（１）

（２）

①

②

③

（３）

（３）
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・評価の流れ２／２

３．見直し方針の決定

４．都市計画変更手続き

見直し計画（案）の公表・住民との合意形成
都市計画変更手続き

【見直し方針の決定】
道路機能・未着手要因・住民要望等
より総合的に判断

廃 止 存続（見直し保留）計画変更

見
直
し
方
針
の
決
定

都
市
計
画

変
更
手
続
き

道路網全体からみた交通処理の検証
支障有り
見直し方針再検討支障無し

見直し計画（案）の作成

本懇話会で
審議する内容
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・評価基準
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２．未着手区間の現状と評価の確認

対象区間の設定

○都市計画決定後３０年以上
経過した事業未着手区間

○３・３・１０７酒井西宿町線
（２９年経過）

○事業化されている路線・区間
を除く（①②③は対象外）

１．長期未着手都市計画道路の抽出

●都市計画決定後３０年の根拠
１．木造・金属造の建築物の法定耐用年数が

２０～３０年であること
２．旧都市計画法（Ｓ４３以前）で決定された

路線は、制度上、住民意見が十分反映
されていなかった可能性があること
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（１）上位計画・都市計画決定
理由の確認

計画存続

○上位計画に位置づけられ
ている道路

○現在も当初決定時の根拠
が確認できる路線

２．個別路線の評価

※細線の着色区間は「事業化されている路線・区間」
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（２）路線の持つ道路機能の評価

①交通機能

ａ．自動車交通

○幹線道路
・自動車交通から見た必要性が高い

○交通障害が生じている路線
・概ね混雑度1.00以上

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

①交通機能

ｂ．歩行者自転車交通

○通学路
・自動車交通から見た必要性が高い

○歩行者・自転車の安全な
交通を重視する路線
・歩行者・自転車交通量が概ね１００
人/日以上

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

①交通機能

ｃ．公共交通との連携

○駅へのアクセス路
・駅へのアクセス路

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

②都市形成機能

ａ．生活空間機能

○都市の目抜き通り
○コミュニティー空間として街
の賑わいに寄与する路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

②都市形成機能

ｂ．公共公益施設へのアクセス

○人が集まる公共・公益施設
へのアクセス道路
・官公庁、病院、文化施設、公益施設

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

②都市形成機能

ｃ．土地利用計画との連携

○都市の面的な発展に寄与
する路線
・区画整理、再開発事業、その他土
地利用計画に関わる路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

②都市形成機能

ｄ．ユニバーサルデザイン

・バリアフリーへの配慮

○あんしん歩行エリア内の
路線

○介護・福祉施設、病院など
が沿線にあり、交通弱者
への特別な配慮が必要な
路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由
の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

③都市空間機能

ａ．ライフラインの収容

○電気通信施設の地中化計
画や上下水道の収容計画
がある路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

③都市空間機能

ｂ．都市防災機能

○密集市街地内に位置する
路線

○避難路・緊急輸送路の対
象となる路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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（２）路線の持つ道路機能の評価

③都市空間機能

ｃ．都市環境機能

○都市緑化、景観形成などの都
市環境の保全・創造に寄与す
る路線

※細線の着色区間は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

3・5・115 鳥栖駅山道線 ①

3・5・113 今泉田代線 ①

3・6・111 鳥栖駅田代線 ③

3・6・111 鳥栖駅田代線 ②

3・6・111 鳥栖駅田代線 ①

3・4・110 榎町真木線 ③

3・4・110 榎町真木線 ②

3・4・110 榎町真木線 ①

3・4・109 曽根崎高田線 ①

3・4・108 田代駅古賀線 ③

3・4・108 田代駅古賀線 ②

3・4・108 田代駅古賀線 ①

3・3・107 酒井西宿町線 ③

3・3・107 酒井西宿町線 ②

3・3・107 酒井西宿町線 ①

3・5・106 鳥栖駅田代本町線 ③

3・5・106 鳥栖駅田代本町線 ②

3・5・106 鳥栖駅田代本町線 ①

3・4・105 鳥栖駅平田線 ①

3・4・104 飯田蔵上線 ②

3・4・104 飯田蔵上線 ①

3・3・103 久留米甘木線 ⑩

3・3・103 久留米甘木線 ⑨

3・3・103 久留米甘木線 ⑧

3・3・103 久留米甘木線 ⑦

3・3・103 久留米甘木線 ⑥

3・3・103 久留米甘木線 ⑤

3・3・103 久留米甘木線 ④

3・3・103 久留米甘木線 ③

3・3・103 久留米甘木線 ②

3・3・103 久留米甘木線 ①

3・4・101 永吉高田線 ⑧

3・4・101 永吉高田線 ⑦

3・4・101 永吉高田線 ⑥

3・4・101 永吉高田線 ⑤

3・4・101 永吉高田線 ④

路線の持つ道路機能の該当項目数

非常に
低い 低い 高い

（２）路線の持つ道路機能の評価

（まとめ：指標の該当数）

■上位計画・決定理由あり
■道路機能が高い
■道路機能が低い（代替路線なし）
■道路機能が低い（代替路線あり）
■道路機能が非常に低い
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（２）路線の持つ道路機能の評価

（まとめ：指標の該当数）

代替路線の有
無に係わらず見
直し対象

見直し

対象

非常に
低い

０～１

項目

代替路線で機
能の確保が可
能な場合には見
直し対象

代替路線
の有無を
確認

低い
２～３

項目

路線が多数の
道路機能を持ち、
整備の必要性
が高い

存続路線高い
４項目

以上

説 明判定結果
路線の

機 能

該 当

項目数

「低い」場合

代替路線の有無確認

※細青線は「（１）上位計画・都市計画決定理由の確認」で「存続路線」と評価した路線
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４．評価結果の確認

車道幅員・歩道幅員の減少、片側
歩道、ルート変更等を検討

大規模構造物の計画廃止や立体
交差から平面交差への変更

見直し対象

（変更又は廃止）

既定計画のまま存続

他事業との関連等により現時点で
の変更計画決定が適当ではない

計画存続

（見直し保留）

路線の機能から判断し、廃止しても
代替となる計画の必要性がない

見直し対象

（廃止候補）

説 明見直し方針

見直し計画（案）＜交通処理検証前＞

○今後、見直し方針を決定
・道路機能の確保
・未着手要因の除去
・住民要望の確認

○併せて、交通処理検証を実施
・将来交通需要予測を行い、変更・廃止に
より、周辺に交通混雑を発生させないこ
とを確認
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４．評価結果の確認
見直し計画（案）＜交通処理検証前＞

※現時点での評価に基づく結果
であり、最終案ではない



23

個別路線の見直し方針の検討

○道路機能の確保
・当該路線に必要となる道路機能の確保が可能となる見直し計画の検討

○未着手要因の除去
・長期未着手の要因となっている問題の解消が可能か

○住民要望の確認
・住民意見を踏まえた見直し計画の検討

３．見直し方針の決定（今後検討）

道路網全体からみた交通処理の検証（予測データ公表後）

○将来交通需要予測による検証
・見直し計画（案）に交通処理上の問題が生じる場合には、個別路線の見直し方
針を再検討し、見直し計画（案）を修正


